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はじめに――雑草のような土地、燕―― 
 
2008 年８月５～７日に実施された社会科学研究所夏期合宿研究会（新潟県・燕市、新潟市）
で、私たちが２日目に訪れた小林工業は、「ラッキーウッド」というブランド名で、カトラリー
を中心とした洋食器を生産している会社であった。もともと鍛冶屋から始まったという当社の
創業は 1869 年、初代小林直蔵氏によるもので、二代目乙蔵氏が洋食器を手がけて以来、現在で
六代目という歴史ある会社である。地場産業としての伝統を守りつつ、新しいものにもチャレ
ンジを続けてきた企業でのお話はとても興味深いものだった。地場産業として「何度も危機を
乗り越えてきた」という小林工業がどのような企業精神で、その時々の社会経済の変化にどの
ように対応して、ここまで操業を続けてこられたのか、現代表取締役社長の小林貞夫氏からう
かがった話をもとに、研究ノートとしてまとめてみたいと思う。以下は、貞夫氏が私たちを前
にしてまず始めに語ってくれたことである。 
 
（現在も）多少企業にとっては大変な時期でありまして…。まあ、…（燕の）産業は特に…前か
ら何回も危機を迎えまして、その度に生き残ってきたという、打たれ強い…切っても切っても生
えてくる雑草のような土地だと…ある経済学者の方から評価していただきまして…評価なのか
どうか、分かりませんけども。 
 
 「雑草のような土地、燕」とは、言い方は異なるものの、燕に関わった研究者たちが、よく
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そのたくましさと柔軟性について似たような印象を述べている１）。それほどに燕産地は転換の
連続の歴史であったことをはじめに記しておく。 
ここでは、聞き取った内容を、語り口そのままに部分的に引用したものを展開のベースに置
く。また、可能な限り話の流れに合わせて、適当な項目を作成しながら記録・整理をしていく
が、内容によっては若干順番を変えることもある。現場に生きてきた人から見た燕の地域産業
や自社の歴史、その時々の希望や苦労、現状に対する実感、そして今後について、聞き取り内
容に適宜、既存の文献資料等を用いて補足しながらまとめていく。 
 
小林工業についての概要は以下の通りである。資本金は 6,000 万円、従業員数は 53 名(2008
年現在)、製造品目は金属洋食器はもちろんのこと、卓上器物、台所用品、銀器等も扱っている。
現在の生産の形態は、スプーン、フォーク類は８割を内製化しており、ほぼ一貫生産の形をとっ
ている。残りの２割は協力工場による外注式生産によるものである。販売ルートと販売先は、
30％が地方問屋、70％が大阪、東京の大都市はもちろん、九州から北海道まで全国の消費地問
屋向けであり、販売先の内訳はホテル・レストラン業界 30%、百貨店 30%、スーパー・ホームセ
ンター30%、残りの 10%が OEM（完成品下請）生産である。 
参考までに、下記に近年の燕金属洋食器の事業所数、従業員数、出荷額を載せた。 
 
表：燕金属洋食器の事業所数、従業員数、出荷額 
 16 年 16 年比(%) 17 年 16 年比(%) 18 年 16 年比(%) 19 年 16 年比(%) 
事業所数(軒) 73 100.0 64 87.7 61 83.6 63 86.3 
従業者数(人) 813 100.0 737 90.7 667 82.0 735 90.4 
製造品出荷額(万円) 1,014,237 100.0 943,272 93.0 929,574 91.7 1,135,755 112.0 
出所：『燕の工業 2008 年』 
 
１．燕の金属産業史――小林工業のあゆみを中心に―― 
 
（１）和釘にはじまる金属産業 
 燕は信濃川の支流、中之川沿いの町である。そして、年間流水量日本一の信濃川の氾濫によっ
て度重なる洪水に困窮を余儀なくされてきた、水害多発地帯に在る地域でもある。現在、大河
津分水（1922 年通水）と関屋分水（1972 年通水）の２つの分水を持つことからもその恵みと災
いを想像することができる。そのような土地で、農民の暮らしを救済するために、寛永年間
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（1635-1643 年）に時の代官が江戸や仙台から和釘の職人を招聘して広めたのが「副業として
の和釘づくり」であり、燕の金属産業の始まりである２）。やがて和釘は、明治期に入ると輸入
用釘に押され、大きな打撃を受けることになる。なぜなら、当時和釘は燕の全工業生産の８割
を占めていたのである（下田, 1992:225）。代わりに燕の金属産業は、鑢
やすり
や煙管
き せ る
、矢立（携帯用
筆記用具）、灰ならし、火箸、銅器の生産へと転換していく。 
 
ところが、（和釘の次に）燕が選んだ産業（煙管、矢立、灰ならし、火箸など）はですね、鹿鳴
館以後の洋風のことが入ってきたんで、全部一掃されたんです。自分たちで作れないものに全部
とって代わられました。火箸はストーブにとって代わられ、キセルは洋もくにとって代わられ、
アイロンが出てきたり、やかんはアルミのやかんが出てきて…それから…携帯用の矢立は万年筆
が出てきて、全部一掃されるんです。 
 
和釘から転換し、半世紀も過ぎない明治後期には、煙管は紙煙草や葉巻に、矢立は万年筆や
鉛筆に、銅器はアルミに取って代わられ、その後は、次の転換期までわずかに農機具や鑢が金
物の町、燕を支えることになる（佐々木, 1978）。 
 
（２）救世主の銀器洋食器 
 現在の燕のモノづくりに直接つながる洋食器が現れたのは、大正期に入ってまもなくのこと
である。 
 
そのときに、救世主のように現れたのがスプーン、フォーク、ナイフでした。それが 1915 年
…（略）…ここ（小林工業）に注文が来たのは、その当時 200 軒の軒を連ねる鍛冶屋銀座があっ
たところ。職人が育っていたんですね。ですから、ここ（小林工業）に要求されたのは、ロシア
向けの輸出の大量生産（に応じるもの）、その当時は全部手作りで、…（略）…全部鋏で切って
叩いて延ばして、そういう風な生産をして、それを一軒だけだと一日 200 本が限度なんですが、
何軒も集まれば量産できるじゃないかということで、大阪の商人さんが、（燕で）「灰ならし」を
作ってたのに目を付けられてですね、灰ならしの平らなところ、溝を切ればフォーク、つぼを作
ればスプーン、ということで白羽の矢が当たって。じゃあ、何軒やるんだといったときに、うち
をはじめに５軒、手を挙げて、それが 1915 年。で、今 93 年目に…。で、最初に挙げた５軒のう
ち４軒が、未だにブランド張って洋食器産業できちんとやってます。 
 
燕の伝統的な金属製品が激減する中で、第一次世界大戦の勃発を期に、ヨーロッパ、アメリ
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カからもナイフ・フォーク・スプーンの試作・注文が相次いだ。当時燕では、大河津分水の工
事にその日の稼ぎを求める状態の余剰労働力としての失業者が多くあり、「そのうえ彼等は、金
物については熟練工であった」（竹林, 1956:62）のである。 
 
（３）戦後昭和の転換期：下請けから一貫生産のオリジナル商品へ 
戦後 1947（昭和 22）年、小林工業は法人組織に改組、株式会社を設立し、同時に「ラッキー
ウッド」の商標登録を行ったが、戦前同様、製品は 100%下請けで、そのほとんどがアメリカ企
業への輸出であった。これは小林工業だけが特殊なのではない。アメリカと燕の洋食器の関係
は、1946 年の進駐軍特需やお土産としての受注に始まる。1950 年には、アメリカからの洋食器
買い付けがあり、これを契機に燕産地はアメリカへの輸出を中心に発展することになる。しか
し、燕産地からの対米輸出の洋食器がアメリカ市場を席巻したため、これが問題となり、1958
年に関税割当による輸入制限を受けることになる３）。1967 年に輸入制限が撤廃され、再び対米
輸出も急上昇し、産地は好況を呈する。これを示すのが 1970 年の日本の輸出相手国、国別シェ
アであり、アメリカが 51.9%で、２位のドイツ 8.0%を大きく引き離していた（神子島, 1985:95）。
しかし、1971 年には再び輸入制限が実施され、燕地域はふたたび「輸入制限にあえぐ」町とな
る４）。さらに、このころからドルショック、オイルショック、アメリカ市場の自由化によって
韓国や台湾からの追い上げが重なり、国際競争力が低下していく。 
 
当社は最初下請けから始まったんですが、途中で、その一番おつきあいを深くしていたアメリ
カの商社さん、５割くらいやってたんですけど…そこがうち、高度経済成長期に値上げしたとき
に、向こうがついていけなくて、もう１ヶ月後に台湾行く、ゆうて、「えー冗談でしょ？うちと
のつながりでそんなことないでしょ？」って言って値上げさしてもらおうとしたら、簡単に台湾
行かれて…（笑）。（取り引き全体の）５割売り上げが落ちちゃって、バブル崩壊どころじゃない
痛手があったんですね。つまり、高級品やりたいけど、下請けだとですね、やっぱりそういうこ
とがありえるということで…やはり職人さんを育てていく環境作りをして自分のオリジナルを
検討するしかなかったんですね。オリジナルルート、オリジナルデザインっていうことで…自分
の責任のもとで、私がつくりますよ、というブランドをつけて、で（それを実際にやってみて）、
成功したのが日本市場だったわけですよ。 
 
 実のところ、取引先の５割が台湾へ移ってしまった後の残り５割も当時アメリカ向けの輸出
であった。このことは、小林工業がオリジナル製品や国内市場へ目を向けるきっかけとなる。 
また同じ頃、「模倣問題」が産地では大きな問題となっていた。「模倣問題」とは、悪質なバ
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イヤーが、輸出先の国のブランド商品を、バイヤーズ・ブランドとしての許可を得ずに見本品
として燕の工場へ持ち込み、製造を依頼したため、生産者たちが無断で模倣品をつくって販売し
たことになり、非難を浴びることになった知的財産権の問題でもある５）。これに対応するために、
日本でも国独自のインダストリアル・デザインを作るなどの啓蒙活動が展開された時期でも
あった。小林工業では、下請けであることやデザインの所有権からくる問題に対応するために、
既に取得していた「ラッキーウッド」の商標で独自のデザインやモノづくり、国内向けの需要
開拓へと転換を行う。 
写真１は、オリジナルデザインを模索中だった小林工業が、産業工業試験場の推薦を受け、
1959 年に国から与えられたインダストリアル・デザインで製作したスプーン、フォーク、ナイ
フである。「笹の葉っぱみたいですが。これが日本で一番最初に、オリジナルデザインで日本人
の為につくられた洋食器です。Ｇマークの業界最初に取らさしていただいた（※当時の通商産
業省から受けたグッドデザイン賞のこと。1966 年受賞）、そういう記念碑的なデザイン（貞夫
氏談）」なのである６）。実際 500 人に口当たりや食べにくさを試してもらい、改善しつくして製
造したこのデザイン製品は、ジャパン・オリジナルデザイン最初の成功例であった。このデザ
インは現在でも購入することの出来る定番商品となっており、数量的にはある時期まで日本で
一番売れたデザインといわれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２は、方向転換を図った小林工業が、日本オリジナルのデザインを自社で起こして自社
ブランドとして生産したものである。当時の経理担当常務がデザインしたものであり（1967 年）、
写真１：インダストリアル・デザインの 
    カトラリー（1959 年） 
写真２：小林工業オリジナルデザインの 
    カトラリー（1967 年） 
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売り上げ金額としてはある時期まで日本で一番売れたデザインといわれている。 
こうして小林工業は、当時の洋食器産業として燕では一般的だった下請け輸出製造業から
真っ先に抜け出す形で、ブランド化国内向け製造業への転換を行ったのである。これが小林工
業の「第２のスタート」であった。 
さらに、洋食器が輸入制限を受けている間に、燕の産業全体としても次への転換を図ること
になる。ハウスウェア製品への活路を見い出したのはまさにこの時期であり、既に蓄積された
技術を、新しい需要に向けて発展させたのである。危機へのこの対応の仕方によって、燕は洋
食器とハウスウェアという二大部門を形成することになった。 
  
２．モノづくりへのこだわり――存在を感じさせないということ―― 
 
（１）バランスと存在感 
以下は、貞夫氏が自社製品そのものについて、その特徴と売りについて説明してくれたもの
である。メーカーとしてのモノづくりへのこだわりが伝わってくる。 
 
一番、高級品で、気にしているのはですね、こう、持ったときのバランスなんですわ。で、こ
こでバランスが取れるのが一番…持ったときのところで、まあ、だいたい人によって違いますけ
どね。一番バランスが取れるものが使いやすいんです。どんなに厚みがあっても、重くてもこう
なったら重さを感じないんです。だから使うときに全然、この軽そうなやつでですね、一番いい
スプーン、フォーク、ナイフは自分の存在感がない。で、ちょっとでもバランスが崩れると、重
たいわ、使いづらいわ、刺しづらいわ、切りにくいわ、ということで、存在感出てきちゃうんで
す。そんなのはみんな…、今まさにおいしいもん食べようとしてるのに邪魔になるん…ですね。
だから、同じものをただ真似しただけですと、その作り方、機械を含めて全部違うとなると、こ
のバランスが、作れないです。 
 
最近は、100 円均一ショップでもスプーン、ナイフ、フォークを購入することが出来る。現
在はこの３年間で、ステンレス価格が３倍に高騰したため、100 円均一製品の製造はほとんど
中国に移動しているものの、100 円均一商品の７割がつい最近まで日本製だったという。日本
で製造できた理由は、設備投資が完了しており、無人化設備もあること、手研磨、手作業なし
の「ガラ研磨」でできたことがある。しかし、それでも（100 円均一製品でも）完成までには
17もの工程があるのだが、小林工業における販売の主軸製品の製造工程数は 40工程にもなる。
機械化とはいえ、フォークの溝や先の研磨のような精密な仕上がりまで機械に求めることはで
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きないため、最終的には一本一本目視と手作業で最終的な仕上げを行っている。これが 100 円
均一製品との差であり、「（食べる人が）怪我しないとか、機能的な、普通に問題がない、バラ
ンスも考えて」行う丁寧な作業が目指される。しかし、このことは当然値段にも反映する。小
林工業の製品は平均 800 円で 100 円均一の８倍の値である。一方で、可能な限り使用中（食事
中）の存在感を「消す」ことが求められる。実用品として、誰もが無意識に、心地よく使える、
そんな製品を目指してモノづくりをしてきた、その矜持をうかがい知ることができる。 
 
新潟県人っていうのは、なかなかアピール下手なんで…（笑）当たり前のところでやってきてい
るんですけども…それがやっぱり、100 均（※100 円均一の商品）も 800 円のやつも写真写り一
緒です。インターネットで見れば…金属ですから…しょうがないですからね。ところがですね、
使っているときに違いが出てくるんです。…略…使っているときの違いに、高級品のそこまで考
えたことにあこがれて、それに追いつこうと思ってやってきた商品です。さらに、日本の方の土
壌に関して、それにふさわしい材料とか全部研究して、値頃感も全部研究してやってきた結果が、
まあ、こういうふうな…。総合的なシステムに、結果、まあ先人たちがしてくれて…そのおかげ
で今だにこれで食えてる（※商売が出来ている）。 
 
小林工業が国内向けの製品へと転換を図ってから、研究開発にはたゆまぬ努力と様々な困難
を乗り越えてきたであろう事は想像に難くない７）。そして、このモノづくりへのこだわりは、
製品そのものだけではなく、モノづくりを支える次の「金型」とも深く関わる。 
 
（２）金型の金型をつくった燕：量産品が高級品に 
お話の中で貞夫氏が幾度か触れて、こだわりを見せたのは「金型」の話であった。燕の金型
は、もともと金属洋食器から始まったとのことだが、さらに元をただせば銅器の表面に模様を
彫る「彫金師」の仕事と技術にそのルーツを求めることができる。一般的にスプーン、フォー
ク、ナイフの完成品だけ見ていてはその存在も形も想像しにくい金型ではあるが、燕金属産業
の流れを汲む、洋食器産業を支える原点といってもよい。 
 
…金型の、応用力を活かしたのは何かというと、金型の元型を作ったんですね。金型が一個ダメ
になるとまた一から作り直しだったんですけど、その型のまた元型をつくったのが燕なんですよ。
つまりこれのまた反転したやつの元型があるんです。型が壊れたら、欠けたりしたらこれ全部取
り去って、焼きが入っていますから、なまして、柔らかくしてもう一回、金型の元型で、ばーん
と打つと復刻されるわけです。こういうことを燕は整備したんですね。金型をいつでも安定的に
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同じ品質でできるようになったんです。これは、もうすごい画期的な目の付け方で、量産品が高
級品になっちゃったんです。（スプーン等を）重ねてがらがらと崩れないモノになっちゃったん
です。…略…日本というところに、洋食器という文化を根付かせたということの一つの最初は、
こういうふうな金型を、安いやつでもきちんと作れるような金型の整備です。で、今、金型があ
ると、安い量産品と思われがちですけど…今やってきて、一つ答えが、分かったことがあります。
手作りで、打ち出しで作った洋食器ってのは、本場のところでは、安もんとして相手にされませ
ん。見た目がすごく品
ひん
が出ない。ところが、金型できちんと高級品で作った――この金型ですら
きちんと管理しないと、変なモノができちゃいます――ちゃんと職人の目で、いい職人の目で、
管理した金型できちっとできて勝負するのが本物の世界では全てで、（重ねたときに）きちっ、
きちっ、とこう揃うわけですね。これが一番の高級品の表現です。洋食器は金型がないと高級品
にならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 洋食器（特に高級品）の場合、「一つ一つが違うものになってしまうこと」は欠点であり、先
に見てきたように、燕の洋食器は、はじめから輸出産業として大量の注文に応じなくてはなら
ないという宿命をもっていた。この均質性と量産性を同時に満たすことが、燕産地の存続にとっ
て重要なことであったといえる。そして、それを実現させたのが、「金型の金型」、つまり金型
の元型の整備であった。元型の製作に成功した燕産地は、量産品としての高級品を可能にして
いく。既述の「模倣問題」もこの金型の整備と関わっている。日本製模倣品は、当初、見るか
らに安物だったために問題視されなかったのだが、燕の金型技術の向上にともなって、価格を
抑えたまま品質を向上させることに成功し、本物との見分けがつかなくなったために表面化し
た問題でもあった。 
金型は、高級品では千単位で、量産品では万単位で壊れたり欠けたりする。特に小林工業が
写真３：金型と製品（1966） 写真４：大量生産を可能にした頭と 
ハンドルの分かれた金型（現在） 
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多く扱う高級品は厚みがあり、表裏両方にふくらみがあるので、模様をはっきり出すためには
かなり強い圧力がかかり、また模様も凝っているために金型そのものが欠けやすい。これに対
応する金型を安定的に供給するためにも元型は重要な役割を果たしていた。 
小林工業では、金型は全て協力工場への外注である。金型は企業によって作り方も癖も異な
るという。各企業は専用の協力工場を持っており、ここへ注文をする。金型を外注にする理由
は、彫金というその技術的特殊性にあるが、同時に、常時ある仕事ではないため一企業内で抱
えることができないという事情もある。 
 
３．人とシステム――職人の存在と産地の仕組み―― 
 
（１）「職人」と協力工場 
 現在、小林工業には 53 人の従業員のなかに「職人」が 40 人いるという。 
ここでいう「職人」とは、貞夫氏の言い方を借りれば、社内も協力工場も含めて、熟練工の
ことを指している。「自身が身につけた、経験の上で成り立っているもの」を持っており、「不
良とそうでないものを見極める目をもっている」人のことである。 
 
それともう一つ、最近気づいたのは、職人さんです。金の卵と言われた中卒さんたちを、やっ
ぱり自分の家で、療をつくってですね。同じ釜の飯を食って、職人として大切にしたと…。で、
家も住まわせて、そういういい時代があったんですわね。その職人さんが、最後の生き残りがも
うちょっとで 66 歳です。 
 
戦後の高度経済成長期には、遠くは仙台からでも中学を卒業したばかりの若者が、燕の洋食
器産業に参入した。そして、燕で結婚して家庭を持ち、生計を立てていく人も多かったという。
もちろん、地元からの参入も多く、各工場で職人としての技能を身につけては、独立開業して
家業の創業を目指した（伊賀, 2000）。しかし、工場内だけで燕の洋食器産業の労働力がまかな
われたわけではない。 
 
それから外注さん…ここら農業とか盛んですから…農業の農閑期に家の外にバラック立てて、
そこで研磨してくれればいいよという、やれるときには置いていくからね、という環境をつくっ
たんですね。それが協力工場、外注さんの始まりです。それは同じことしかしないから、その人
は早く上手くなって、早くて安くて上手くなる環境作りもあったし、その人にしてみれば、いち
いち会社に通って時間を拘束されるよりは、子どもを育てる時間の合間にできるしね…そういう
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ことをやってったんですね。だからその地域に対する、相当…なんていいますかね、全体に食っ
ていくってことに関して、よほどの貢献度があったと…。 
 
 世界（国外）からやってくる大量の注文に応じるためには、まずそれを支える労働力が必要
であった。これをどう確保するかが先人たちの大きな悩みでもあったという。そこで、農業労
働力を洋食器産業の労働力に転化すべく、上述の話のように、兼業のまま農閑期を利用できる
こと、農業の片手間に時間節約が可能であることを実践的に理解してもらいながら、貞夫氏の
祖父世代の先人たちは、労働力の転化を「その意思を持って」進めていった。特に人数の必要
な研磨は、１つの動力で２つの研磨機を回転させることができることから、片方で妻が下磨き、
もう片方で夫が仕上げを行うことによって作業効率を上げ、かなりの数（生産量）を上げるこ
とができた。 
 このような「協力工場」とは、図のなかの元請けを中心とした分業体制のそれぞれの工程に
あり、各工程に専門特化しているところがほとんどである。今日もその体制に変わりはない。
手間の多い金属加工業ではあるが、それぞれの工場が専門的なところへ特化することによって、
熟練度が（早く）高まり、小林工業のような元請けメーカーからみれば加工品一個の単価が安
くなる８）。したがって「安くて、早くて、上手い」労働力を確保することが可能になる。協力
工場の人々からすれば、それほど莫大な経費をかけずに立ち上げることが出来て、農業と両立
しながら兼業としても遂行できるものであった９）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図：洋食器産業の分業体制 
出所：伊賀［2000:323］および佐々木［1978:52］を参照の上作成 
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写真６：研磨作業の様子 
 
特に、先にも触れた金型、彫金は、「超熟練」の領域であり、全ての製造工程に通じていなけ
ればいいものを作ることができない。金型そのものが、抜き型、ツボ型、半切り型とさらに分
業化しており、それを「金型屋」がまとめているところもあるほど分業体制は裾野が広く、深
い。小林工業では、一貫生産を基本に置き、その製造内製化率は 80%、全社員の 80%近くが職人
ではあることは既に記したが、それでも残りの 20%はどうしても外注の協力工場がなければ駄
目なのだという。「外に出ているのがすごい技術」であることと、協力工場がなければ「価格競
争に勝てない」のである。つまり技術そのものだけでなく、熟練から来る生産性の高さからも
彼等がいなければ「今、お客さんに納得してもらっている価格が上がってしまう」のである 10）。
現在、小林工業では協力工場を約 100 軒持っている。 
 
（２）産地内の結束とシステムの構築 
 「なぜこの地域でこの産業が栄えたのか」、その要因はさまざまに挙げることができるが、こ
こでは特にそれを可能にした「先人たちが作ったシステム」を地域の特性とともにまとめる。 
 
（これまで、洋食器用の）作りにくい材料を当たり前のように、ここ（燕で）は供給して頂いて
いた。で、それが当たり前じゃなくなった瞬間に（※ここ３年、ステンレスの値が３倍になって
いる）、すごく大変なリスクになりました。一つの板厚（※金属板）も（種類によっては）月７
トン、８トン（全てを）買い取り、しかも現金で買い取りに今度なりそうなんです。今までは、
在庫持ってもらって、その都度（メーカーが）買って、というのが成り立っていて…それは、あ
りがたいことに、燕地域は「材料問屋さん」という問屋さんがありまして、そこが在庫持ってく
れるんで。そういうのが…（最近、材料問屋が）在庫を持たない…持ちにくくなってきて…じゃ
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あ、リスクを取るときには、あの…元買っていうことになってきたんですね。…（でも、燕の洋
食器産業が）始まったときなんか、それ以上に（洋食器用の材料など）つくってもらえない（難
しい）世界だったと思います。（特に）戦後すぐなんて…それをなんでつくってもらえたかって
いうと…この時にたまたま金持ちだったところの 10 社が金出し合って…リロール工場という工
場を造ったんですね。で、そのホットコイル買ってきて、組合員を募集して、組合員たちには同
じ値段で、その 10 社だけが独占しないで、安い組合費で、同じ値段で材料供給したんです。ま
ず、それが一つ。それから、うちのじっちゃん（三代目鐵之助氏）も特許取ったんですよ。研磨
機、これからお見せする研磨機の基本的な特許、取ったんです。業界にすぐ公開しました。それ
から、うちのじいちゃんだけじゃなくて、いろんな方が全部公開したんです。…略…つまり、一
社だけじゃ世界に対して…そのときは世界の外貨を獲得しなくてはだめだっていう…日本の基
本的な考え方があったわけです。…略…その環境を作るためにみんなが結束してやったんですね。
この環境作りのおかげで、いまだに食えているんです。今、ちょっとだんだんそれが崩れてきて
…今まで、ありがたかったなと…ではこれからどうすんだという話になるんですね。 
 
ここでの「リロール工場」とは、実態としては燕洋食器工業組合のことであり、1926（大正
15）年に設立された。この例に象徴されるように、個人で行うには困難な材料調達を安定的に
確保できるしくみの構築を早くから行い、かつ個人で行った技術や機械の開発を産地内の同業
者に公開し、共有するといったことが行われたのは現在の産地の素地を考える上で重要である。
例えば、小林工業でいえば、上述の話にあるように、三代目鐵之助氏は、戦後昭和 30 年代に自
動研磨機を改良・開発し、業界共有の技術として公開したのだが、大正期には二代目乙蔵氏が、
それまでのニッケル鍍金に代わるクローム鍍金技術の開発に取り組んだという記録がある（竹
林, 1956:70）。その後、1936（昭和 11）年には既に、「製品は昔は真鍮地のニッケル鍍金という
安物ばかりだったが、技術が進んで今はクローム鍍金に模様を打った比較的高級品が多い」と
いう東京日々新聞の記事に見られるように（神子島, 1985:81）、産地の技術として定着している
様子が伝えられている。他にもさまざまな技術が改良・開発され、公開されるという業者間の
協力が、産地での質の高い製品の量産を可能にしたのであった。戦後、「戦友」のような仲間の
共通の目標として目指されたのは、産地全体でのレベルアップであり、輸出産業として再出発
するために世界から注目されること、そして製品の注文を受けることであった。当時、外貨獲
得に関していえば、小林工業も輸出貢献企業として国の表彰を受けている。同時に、先の農業
労働力の兼業化も小林工業をはじめとする業者たちの尽力によって戦後さらに進んでいく。
個々の企業と産地全体の地域的関係を含めたこのような「皆でつくっていくという意識」のあ
るシステムこそが「先人たちがつくったシステム」だったのである。 
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それは、はじめに、で「雑草のような地域、燕」と表現された地域性にも関わっている。燕
地方には「野良
の ら
気
ぎ
」ということばがあるという。打たれ強い、たくましいという意味なのだそ
うだが、これは、繰り返される水害の歴史の中で生きてきた人々にとって必要なのは、言葉よ
りもむしろ実態としての連携であり、一緒に仕事をしなくては立ち向かえなかった地域の歴史
が背景にあったからなのではないか。これは、下田が「治水を成功させるためには町人の協力
体制と、計画的な町の運営制度が必要であったろうし、また、それによって、河を背負った運
命共同体としての団結力や『燕人』としてのアイデンティティが生まれたのではないか」（下田, 
1992：229）といった考察とも一致する。 
 
４．工場と産地の存続 
 
（１）適正価格の難しさ 
小林工業が、これまでの経営努力の結果、自社ブランドを確立しているのは確かである。し
かし、1990 年代以降、「未曾有の消費不況と海外低価格商品の流入、大手商社や集散地問屋の
海外調達強化と現地企業育成、百貨店の凋落、外資家ブランドの攻勢が徐々に燕産地の代表企
業を苦況に陥れていった」（中小企業研究センター, 2001:110）のであり、いち早く内需型に転
換した小林工業の第２のスタートから 30 年、国内市場の優位性が揺らぎ始めた。「中国等の中
低級品との対抗」（渡辺, 2008）が、メーカーとしてのジレンマと困難のもとになっているのも
また確かである。 
 
１．最初（洋食器産業の発展期）に、（燕でも洋食器で）外貨を獲得できたということは、イコー
ル発展途上国さんの、つまり一番最初にやりやすい産業なんですわ。だから、産業でいうと、す
ぐスプーン、フォーク、ナイフが一番最初に産業復興なんていうんで…中国だって一番最初に
行って…、今（では）どこも扱わないような、今は上海の奥地、奥地、奥地で…行っても４時間
くらい車乗らないと行けない僻地でしか作ってないですね。ここ（燕）からでも、残念ながら、
特に中国ですけど、（流通も含めて産地全体で）依存度が６割くらい（※貞夫氏の推測）になっ
ていますね。そうじゃないと、商品として皆さんのところへ届かない。なぜかというと、やっぱ
り値段がどうしても中国と競争させられる商品でもあるわけで、あまり高級品、高級品ゆっても
売れなくなって…。ロットが出ないとこういう商売もう…続かないというかたちになります。 
 
２．（アメリカに売り込みをしたとき）スプーン、フォーク、ナイフ 3000 円で、同じデザインで
高級ですよ（と相手に言った）、たら、「こんなの中国に持って行ったら 500 円でつくってくる」
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と。「持って帰って、持って帰って」っていわれて…（笑）…略…うちらは、そのブランドで…
なんていいますかね…カスミでもの食いたくないんです。うちらはメーカーですから…作ってな
んぼの世界ですから…。そういうところに価値をしっかり認めてもらった適正価格で、未だに生
かさしてもらってるとは思うんですけど…いや正直、こっから先が大変です。 
 
「中国が進出すると、された先の産業が根こそぎやられる」としつつも、一方で日本から当
の中国へ技術を教えに行き、製造・輸出させることによって、日本の消費者向けの価格を維持
せざるを得ない現状がある。燕の洋食器でも産地全体としては今６割が中国へ依存しているの
ではないかというのが貞夫氏の推測である。そのような状況のなかで、中国からの輸入一品目
を除き他は全て国内生産品という小林工業では、中国の中・低級品との競争の前で、高級品へ
の理解を高めてもらい、製品の質に見合った価格を適正に維持したいという思いと、しかし、
一定程度の量を流通させるためには原価を落とさざるを得ないというジレンマを抱えている。
安い海外製品との価格競争は、モノづくりにこだわってきた自社製品の適正価格を自ら否定し
てしまうことになるのである。 
そして、燕産地の洋食器製品が中国製品に対抗しようとすれば、モノの原価を抑えることが
第一になる。その場合、原価は職人たちの工賃による部分が大きいのだが、業界では、既に工
賃による原価競争をしつくしてきたという経緯がある。その結果、現在、相当熟練度の高い職
人でもその単価は限りなく抑えられており、にも拘わらず彼らの技能が原価計算の基本に据え
られているために、熟達度がそれ以下の者にとっては、自立が保障されない工賃のレベルになっ
てしまう。これは新規参入を阻む要因でもあり、次に見る今後の人材確保にも関わってくる。 
さらに、中国の技術が向上すれば（実際かなり向上しているのだが）、これ以上の工賃ベース
の原価競争は産地解体の危機をもたらしかねない。 
 
（２）職人の育成と共同 
燕の先人たちが作り上げたシステムは、長い間「当たり前」のものとして産地の中で享受さ
れてきた。「ありがたい環境がずっと何十年も続いてきた」のであり、「幸せな期間が長すぎた」
ともいう。しかし、現在は（１）のような中国の安売り攻勢を始めとした海外圧力や、経済全
体の不況などさまざまな影響が新たな戦略の模索を促している。産地のシステムの現状と今後
についてみてみる。 
 
１．今一社バラバラです。残念ながら。それをやはり、情報をとりながら…組合はありますけど
ね。もっとがっちり組んでいかないと…。でも、他の業種からするとここ、すごく特殊なところ
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らしいです。他のところはですね、たとえば、組合とかあって、決算、飲み会とかあるとお通夜
みたい、だそうですね。隣のライバル会社と同じ空気なんか吸ってられるかと…それだけでもイ
ヤだと…。ところがここはですね、同じライバル会社隣になっても、わはは、わははと酒も飲め
る。まあ、言えない話もありますよ、当然。だけど、情報交換は、お互い生きていくためには大
切なんですね。材料とか…。そういう風な形で、ここはやっぱり、戦友なんですね。 
 
２．…こっから先、残そうと思ったら、やっぱり…一コ一コ他社さんと足を引っぱりあっている
のはもう限度だし、外注さんがもう 65 歳以上なんですわ。さっき言ってた…で、その人がいな
いと出来ない仕事もあるんですよ。その人をいかに…、抱えている…今バラバラに抱えているん
ですよ。その情報交換、その人が空いてるとか、じゃあ、うち商売あるんだけど…うちはそのた
めの人がいないから…とか、来てくんねーかとか、そういう情報交換はこれからは…やってかな
いといけないのかなあと。 
 
現在、洋食器製造の管理をしながら高級品を作ることの出来る職人が、高齢化してはいるも
のの、燕にはまだたくさんいるという。貞夫氏は、このような職人がいるうちに、次の世代の
職人を育てることが大事であるとの考えを持っている。したがって、（１）でみたような、現在
の熟練工の工賃を原価ベースとして（国内外問わずに）「叩き合っている」環境は脱さなくては
ならないという。 
こうした状況に対し、燕では、2003 年に商工会議所を拠点とした「磨き屋シンジケート」を
発足させ、また 2007 年には燕市の工業振興プロジェクトとして「磨き屋一番館」をオープンさ
せている。前者は燕産地を中心とした金属研磨業を営む家内制手工業者たちの共同受注システ
ムであり 11）、後者は産地の次世代を担う後継者育成や新規開業促進を目的とした施設であり、そ
こを拠点とする研磨関連のシステムを持っている 12）。しかし、実際には「シンジケート」での受
注は単価の高い仕事や県外からのものが多く、洋食器産業からの受注を想定したものではない
し、また、「一番館」においても仕事単価の低い洋食器産業（ハウスウェア産業も同じく）への
新規参入は想定されていないというのが現実である。 
では、産業のこれからに最も大切な人材の育成は今後どうなるのか。着目されるのが貞夫氏
が述べているような業者同士の横のつながりの必要性、産地で共有して次世代を育てる必要性
の認識である。 
もちろん、実際には各業者は既に「深くもぐっていくところがばらばらに」なっており、容
易なことではない。つまり、輸出指向か内需指向か、業務用か家庭用か、ルートもやり方も個々
別々である。「一緒に組もうにも組むのが難しい」現実がある。それほど業界を取り巻く状況は
－ 59 － 
厳しいのであるが、それならばまずは「個々が強くなること」が大事であるとも貞夫氏は言う。
これは単なる自分は自分、他人は他人という意味ではない。個々人（各事業所）が強い自覚を
持つことによって、まずは「自社で出来る範囲で」産業の縮小を食い止め、売り上げを維持す
るための個々の努力が必要とされるのである。さらに、その努力のなかで最も求められるもの
が、職人育成のための環境作りであり、その結果、各々の事業所の個性を互いにアピールし、
職人を、ひいてはその技能を活かした付加価値の高い製品の産地としての考案も可能になり、
全体で盛り上がっていくことができるのではないかというのがその本意である。 
現在、互いの工場を見学しあって勉強し、材料購入に関する情報交換を行い、さらには各々
の商品を互いに売り合い、得意分野に発注し合うといった、緩やかな協力・共同関係を結ぶ洋
食器メーカーの関係が自然に結ばれているという。共同と結束の素地は、これまでみてきたよ
うに、歴史的な推移のなかで構築されてきた人々の社会関係として、モノづくりの技能として、
そして洋食器という目に見える具体的なモノとして産地内に存在する。次の展開は、これらを
ベースにした産地内での人、モノ、関係、情報の共有をいかに再構築するかであり、その実践
的な第一歩はすでに踏み出されているように思う。 
 
むすび 
 
小林工業でお話を聞く前に、燕に着いてすぐ、私たちは燕市の全体像を知るために燕市役所
での聞き取りを行った。その際、現在、産地の事業所数が低下し続けている現状にからめて金
属産業の今後の展開について話が及んだ。そこでも、洋食器技術の情報交換の必要性が挙げら
れ、異業種間の新商品の開発などについても挙げられていた。「磨き屋シンジケート」や「磨き
屋一番館」の紹介はあったものの、洋食器に関しては実際の所、かつてより零細の事業所が多
く「うちはうち」のバラバラの状況であるということだった。この状況を今後どうするのか、
やはり小林貞夫氏の話はそこに行き着いた。現在の状況をどう捉え直していくかということに
関しては、本論の４．にあるように「職人」と「結束」がキーワードとして語られていたよう
に思う。つまり、ここまで蓄積された産地の技術の維持と新たな形でのネットワークの必要性
と解釈することが出来る。 
「洋食器の街ということで、今、それを大事に文化として残さないかん」という貞夫氏の「文
化」という言葉は印象的であった。水害の歴史、近代化、戦争、輸入制限、円高、オイルショッ
ク、そのたびに立ち現れる危機を乗り越えてここまできた燕地域の洋食器産業は、かつては町
の９割の人が洋食器に携わっていると言われた時代もあった。現在、燕市の全産業に占める割
合は１割にも満たないものの（2006 年には市町村合併もあった）、燕には決して断絶すること
－ 60 － 
のなかった人と技術の「もとがあって積み重なってきた」ものがある。それは私たちが現在ご
く当たり前に目にして手に取るスプーン、フォーク、ナイフそのもの、モノの「文化」であり、
それを使用する「文化」でもある。そして、これは燕の洋食器産業が作りだしてきた文化なの
である。この「積み重なってきた」ものが、今後さらなる評価へつながっていくことを期待し
たいと思う。 
 
最後に、お忙しい中、多くの時間を割いて丁寧なお話をいただいた小林工業の小林貞夫社長
にはこの場を借りて御礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 
 
 
〔注釈〕 
１）「転んでもただでは起きないしたたかさ」「ポジティブな背水の陣」（下田, 1992）、「起業家
精神」・「労働の金銭的フレキシビリティ」・「企業の数量的フレキシビリティ」（伊賀, 2000）、
「旺盛な企業精神」（柿野他, 1996）など。 
２）燕地域の金属工業の生成と発展についてはほとんど見るべき資料が残されていない。和釘
職人がどこから招かれたのかについてもいくつかの説がある(竹林, 1956：56)。 
３）1957 年自主規制枠 590 万ダースとしたが、実効が上がらず、同年に関税割当制度が実施さ
れた。燕産地では、約 50 軒の問屋や元請けに「出荷枠」を、約 200 軒の生産業者に「生産枠」
の割り当てを行ったという（神子島, 1985：84）。 
４）「前回の制限の時には大騒ぎしたほどにはひどいことにはならなかった。他の輸出市場が未
開拓だったためのびる余地があった。今回はのび切ったところへの制限だから、いっそう深
刻だ」（毎日新聞社, 1971:66）と当時の燕市長南波氏は述べている。「前回」とは、1958 年の
最初の輸入制限を受けたときであり、「今回」とは 1971 年の２回目の輸入制限を受けたとき
のことである。 
５）しかし、この模倣品製造をバイヤーの言うとおりに手がけると、発注量も多く、「３年間楽
に食べていける」といわれるほど儲かるという皮肉な問題でもあった。 
６）G マーク（グッドデザイン賞）の制定は、当時の「模倣問題」を背景に、外国商品の模倣
防止を目的とし、また防止にはむしろ創造性を奨励すべきとする観点から 1957 年に通商産業
省（当時）によって設立された制度であり、模倣問題に関する啓蒙活動の一環でもあった。 
７）一つの例として、アメリカへの洋食器輸出では、料理に塩分が少なく、食べる際に塩・こ
しょうなどの調味料を用いて調理をする洋食に対して 13 クロームのステンレスを使用し、国
内向けでは、料理の段階で塩分をしっかり付ける和食に対して 18-8 のステンレスを使用して
－ 61 － 
洋食器を製造するなど細やかな研究開発が積み重ねられてきた（下田, 1992:102）。 
洋食器の材料、ステンレスの種類 
ステンレスの種類 クロム含有率 ニッケル含有率  
13  13% 0% 普及品
18  18% 0% 中級品
18-8  18% 8% 
18-10  18% 10% 
高級品
 
８）燕産地の生産構造は、元請を中心に協業的、下請け的協力工場が多数存在し、素材から製
品出荷まで、半製品が数企業から十数企業を移動することで成り立つ。しばしば、需要の変
動や多品種少ロットの外的要因に対して、弾力性のある生産構造として産地発展の基盤と
なってきたことが指摘されている（伊賀, 2000:316）。 
９）労働者は「春耕・播種・田植期や収穫期に 10 日ほど休暇を取るという条件で雇用契約をし
ている場合が多」（神子島, 1980:132）かった。 
10）燕の産地形成要因の一つとして、輸出市場の価格競争を押さえて強い国際競争力を発揮で
きたのも、低コストで支えた燕周辺農村地域の余剰労働力にあることもよく知られている（飯
吉, 1978）（神子島, 1980）。 
11）燕商工会議所が事務局となり、受注窓口を担当している。注文が入ったら、幹事企業のな
かから受注先を決定し、参加企業数社とチームを組んで（シンジケートの構成）仕事をする
というシステムである。（http://www.migaki.com） 
12）施設内には、研修生が実際に作業を行いながら研修や指導を受ける「技能訓練室」や、新
規開業を目指す人たちを対象とする「開業支援室」、チタンやマグネシウムなどの新素材に対
する研磨技術を研究する「研究開発室」などがある。研修生は県内外から集まり、技術指導
には県から認定された卓越した技能を有する「にいがた県央マイスター」があたっている。
（http://www.city.tsubame.niigata.jp/ichibankan） 
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